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2010年11月に(財)福島県文化振興事業団、福島県立博物館、福島県史学会とともに、本学
も呼びかけ人として発足に関わった「ふくしま歴史資料保存ネットワーク」(略称：ふくしま史料
ネット)と協力しながら、３・11の大震災後に被災した歴史資料の救出と保全活動を推進する。
これにより、地域社会の大切な文化的基盤、心のよりどころでもある歴史資料の保全に積極
的に貢献するばかりでなく、今後は自然災害史資料の収集と研究を含めた、長期間にわた
る全県的な歴史資料の現況調査についても、関係諸機関・自治体との協力のもとに推進し
ていくつもりである。

【お問い合わせ先】
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研究目的

県内での主な活動実績

県内各地で被災資料の救出、クリーニング、整理などの作業にボランティアで参加しました。

行政政策学類の学生・院生や、卒業生・修了生で自治体や文化財関係諸機関に勤める人た
ちもボランティアに加わってくれました。

学会報告・報道など

『福島民報』5月16日 『読売新聞』6月15日

阿部教員は５月22日
に歴史学研究会大
会緊急集会にて、菊
地教員は５月27日に
日本考古学協会総
会にて、それぞれ現
状報告を行いました。

また、地元紙や全国
紙を通じて、歴史資
料の保全活動の重
要性を訴えるなどの
社会的活動もしてい
ます。


